
１　立科町過疎地域持続的発展計画の計画の達成状況の評価に関する事項について

２　過疎計画における基本目標 【本計画目標】

基準値
実績

令和7年
目標値
令和12年

目標値
令和17年

6,612人
（R2）

6,219人
(速報値)

5,731人 5,350人

【参考値】

△17.4人
(R2～6の平均)

▲9人/年  3.0人/年  3.0人/年 

30.2人
(R2～6の平均)

22人 - -

３ 施策の実績(成果)
過疎対策事業債充当事業過疎発行総額（令和７年度） 542,500 千円 (内繰越額 39,800 千円)

（単位:千円）

事業計画区分(総合戦略)
起債対象
事業費

内翌年度
繰越額

R7過疎債充当
額

翌年度以降
過疎債充当

総合戦
略評価

1-1 妊娠・出産・子育てに
応じた切れ目ない支援

7,900 7,900 Ｂ

1-3 誰もが必要な保育サー
ビスを受けられる

21,230 21,200 Ａ

2-1 こどもの知・徳・体を
育む立科教育の推進

4,319 4,300 Ｂ

1,540 1,500 Ｂ

3-3　誰も取り残さない地域
共生社会の構築

4,675 4,600 Ａ

5-2 集落再編整備事業 485,355 365,100 Ｂ

5-3 公共交通の再編と利用
促進

1,760 800 Ｂ

5-53-531　計画的な道路整
備

105,282 70,575 86,200 15,600 Ｂ

6-65-651　温泉館の安定運
営

177,122 100,430 9,700 24,200 Ａ

19,580 19,500 Ａ

7-2　DX推進による行政と地
域活動の効率化

21,787 21,700 Ａ

850,550 171,005 542,500 39,800

Ａ：目標値の達成に向けて、着実に進んでいる。

Ｂ：目標値の達成に向けて、概ね進んでいる。

Ｃ：目標値の達成に向けて、改善や工夫が必要と思われる。

Ｄ：目標を大きく下回っており、要因の分析を要する。

－：その他、目標の見直しを要する等

橋梁長寿化修繕事業

たてしな保育園改修・増築
事業

温泉館源泉ポンプ入替工事

 立科町過疎地域持続的発展計画≪R8～R12≫の評価について

中学校教科書改訂事業、小
中学校生徒

情報配信サービスプラット
ホーム事業

集落再編整備事業

令和7年度合計

　「立科町過疎地域持続的発展計画」（以下「過疎計画」という。）は、振興計画と整合性を図り策定
しており、振興計画は総合戦略と一体的な計画として策定しています。このことから、過疎計画におけ
る施策の進捗状況及び評価・検証については、立科町総合戦略評価委員会の評価に代えるものとしてい
ます。
　地域の持続的な発展に資するため、各基本目標の達成に向けて過疎対策事業債等の有利な財政措置を
活用しながら施策を実施してまいります。

教師用端末アップデート事
業

人口（国勢調査）

子育て支援事業（出産祝
金）

情報サービスプラット
フォーム事業（デマンド予
約システム分）

項目

出生数（過去５年間の平均）

転入者と転出者の社会増減

事業名

共同住宅あんしん照明器具
LED化工事

温泉館バイオマスボイラー
設置事業


